地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
事 業 所 名 ：デイサービスセンターかえで
サービス種類：通所介護・介護予防通所介護　　　　　　　

日　　時：R6年12月17日（火）　
会　　場：デイサービスセンターかえで　事務室
出 席 者：（人数）：計3人
	出雲高齢者　　　　　　　　あんしん支援センター職員
	1人
	出雲駅前交番署員
	欠席

	入居者ご家族様　　　　　（職員兼ねる）
	1人
	デイサービスセンターかえで職員
	2人


　　　　　





1， 開催挨拶

2， 自己紹介

3， 議題

１）近況報告（定員１０名）
	
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月

	契約者数
	28人
	27人
	28人
	28人
	28人

	利用延べ人数
	200人
	153人
	177人
	201人
	185人

	1日平均利用者数
	9.1人
	9.0人
	9.3人
	9.1人
	9.3人

	新規利用者数
	なし
	なし
	1人
	なし
	なし

	終了者数
	なし
	1人
	なし
	なし
	なし

	体験利用者数
	なし
	なし
	1人
	なし
	なし



　　　　　　　　　　　　※8月30日（金）は台風のため臨時休業


※6月現時点での利用状況
	月曜日
	火曜日
	水曜日
	木曜日
	金曜日

	10名
	10名
	10名
	10名
	10名


　    ＊8月に予防介護でご利用されていた利用者１名（104歳女性）が自宅の仏壇のろうそく
が燃え移り火傷にて亡くなられた。
　　　＊現在、利用中の要介護者4名の方から利用枠の空きが出たら追加利用したいと待機中。
　
	
	男性
	女性
	合計

	契約者人数
	2名
	26名
	28名

	平均年齢
	84.5歳
	89.6歳
	89.3歳






	事業対象者
	要支援１
	要支援２

	2名
	3名
	7名




	要介護１
	要介護２
	要介護３

	8名
	8名
	なし






＊平均年齢89.7歳で要介護の方が増加傾向はあるが小川心身療法の効果もあり、認知機能の改善、ＡＤＬ維持を図ることができている。

２) 行事報告・予定（毎週 水曜日：音楽レク、毎月：Ｍｙカレンダーづくり、ゲーゴルソフト）
	7月
	あじさい見学、七夕コンサート、風船バレー、防災訓練（水害）

	8月
	体力測定、ひまわり見学、感染対策委員会

	 9月
	権利擁護委員会、敬老会、外出（しまね花の郷）

	10月
	外出（100円ショップ、駅カフェ）、かえでミニ運動会、避難訓練

	11月
	紅葉見学、ハンドマッサージ、感染対策委員会

	12月
	体力測定、権利擁護委員会、運営推進会議、クリスマス会、ミニミニ門松づくり

	1月
	新春ゲーゴルソフト大会、新春カルタ取り、初釜、新春魚釣り（めで鯛）

	2月
	かえで豆まき、創作レク、感染対策委員会

	3月
	創作レク、ひなまつり会、権利擁護委員会

	4月
	体力測定、花見外出、創作レク

	5月
	感染対策委員会、外出レク、創作レク

	6月
	権利擁護委員会、外出レク、創作レク、運営推進会議



　　
　　　











３）その他
（１）ひやりハット報告
　　10月25日　　午後のお茶介助中の職員がH様の鞄の持ち手に足がひっかかり転倒した。鞄
は利用者様の席の椅子の肘おきにかけてあるS字フックにひっかけてあったが、１つの持ち手がフックから外れ外れた持ち手が床すれすれに垂れていた。気が付いた職員は、その時点で両方の持ち手をフックにかけておく。利用者様を席へご案内した時や、近くを通った時に職員が危険がないか確認する。
12月 4日　　午睡の時間にT様の個人ノートを記入しようとしてノートの表紙裏のポケットに昼食後薬が入っていることに気づいた。これまで、ご本人様管理でお任せにしていたが、ご本人様はポケットに入っていることを忘れておられた。職員の目が届いてないと自分で鞄から出して飲まれたり、飲んだことを忘れて過剰摂取される心配があり、ご家族様に管理していただき、個人ノートの表紙裏ポケットのみに内服薬を入れて持参いただくようお願いした。

（２）事故報告
　　　11月25日　O様の足の爪切りの際、爪切りの刃が左足第３指の爪の左側前の皮膚を傷つけ
てしまい出血した。爪切りの刃を爪の下に挿し込んだ際、O様が「あっ！」と声を出されたためすぐに引いたが、すべての爪切り終了時に滲む出血を認めた。痛みの訴えはなかったがイソジン消毒しカットバン保護する。その後、新しい出血はなく特変なし。今後はケア中に異常を認めたら即ケアを中止する。爪の角は爪切りだけでなく棒状のやすりを使用する。加齢による爪や皮膚の変化に細心の注意をはらい常日頃から観察する。


（３）苦情報告
[bookmark: _Hlk185576179]　　　＊特になし

（４）その他　　
　　＊特になし

４,意見交換・その他　　
　　 Q:利用者様の傾向はどうか？
A:平均年齢がほぼ90歳に近いが介護度に大きな変動は見られず現状維持できているのは、利用者様に喜んでもらえている心身機能活性運動療法の効果があるためと考えている。
  心身機能活性運動療法の一環として4か月ごとに身体測定、筋力、平行感覚、俊敏性、持久力などを行っている。加齢とともに徐々に低下を認める方もあるが、一般年齢の体力より高く推移している。
Q:避難訓練時の介入状況はどうか？
A:避難時に杖やシルバーカーを要する利用者様が8割となった。たとえ自立歩行が可能であっても不安定要素があるため全員介添え歩行を行い移動時の安全確保を行っている。
Q:外出レクの現状はどうか？
A:外出機会の少ない利用者様が多いことから年間を通じて計画している。今年度は利用者様の「買い物をしてみたい。」「行ってみたい。」との希望に沿うように実施した。また、秋の紅葉見学は天候条件も悪く、足腰が弱くなり「歩くのはちょと・・・」と辞退される方も増加したため車窓見学とした。
[bookmark: _Hlk169682069]（あんしん支援センター職員）
外出レクは、ぜひ継続してほしい。他の施設でも外出レクや外食は好評であり、ドライブ
は車窓からの見学のみでも気分転換になる。
　　　　ヒヤリハットが2件と事故報告が1件出ているが服薬管理は本人の意思や家族の意向があり介入が難しい事例が多い。
　（デイサービスセンターかえで）
ヒヤリハットの件数が少なく気づきが不足していることも考え、今後日常の変化を細やかに観ていきたいと考える。
　 前回の運営推進会議で外部委託の献立について原材料を確認することでアレルギーの方へ
安全に提供できると、あんしん支援センターの職員にアドバイスをいただき、その後、
献立表以外に食品成分表を入手するようになって毎月チェックをしている。そのお陰で
先月、委託業者のチェック漏れに気づきリスク回避できた。
　　　　また、8月には台風による休業に対して保険請求手続きに不備があり地域包括支援センターには、ご迷惑をおかけしたが、6月の法改正以降の見解の相違を確認できて良かった。
　　　　この場を借りて請求業務の細事や運営上の相談・助言をいただけることで、当事業所の質の向上に役立てることができている。

　＊次回　令和7年6月開催予定

５,閉会
　　

記録作成：書記　岡田早苗　　　　　　　　　　　　　　　　　
